







生理検査係 菅 原 由 佳
４月８日
◆ 尿沈渣の運用とUF-1 0 0 0 iの評価





臨床工学係 菅 野 誠
６月３日
◆ 適合血を選択するために ～当直時の輸血対応～
輸血・血清検査係 小 泉 依 子
７月１日
◆ 斜視・弱視について
生理検査係（視能訓練士) 成 田 裕 美
９月９日
◆ 膵臓の機能 ～外分泌と内分泌、その関連疾患～
病理検査係 渡 部 純 子
10月１日
◆ 微生物検査の手順と精度について
微生物検査係 野 作 信 幸
11月４日
◆ 聴力検査の基礎
































































































































◆ 尿沈渣の運用とUF-1 0 0 0 iの評価


























































plantable cardioverter defibrillator（以下 ICDと略）















































































































































































































































































































































臨床工学係 上 原 勇 介
透析療法では腎機能不全の代替療法として除水と溶質
除去を行う。透析療法中は治療が進むにつれて、除水に
よる血圧低下の症状が発生することがある。そのような
場合の対策はいくつかあるが、その中でも除水の仕方で
対応するプログラム除水を経験したので紹介する。
透析患者は腎不全により乏尿または無尿に陥ってい
る。その為、経口摂取した水分は排尿では排泄されず、
腸管で吸収したのち、血液に移動し、血管内にとどめら
れなくなった分は間質（細胞）に貯留される。透析療法
では人工腎臓（ダイアライザー）を用いて血液浄化と除
水を行う。除水をすることで、血液から水分を除去し、
血液量が減少した血管内に間質（細胞）から水分が充塡
される。このような作用のことをプラズマリフィリング
という。また、充塡される速度のことをプラズマリフィ
リングレート（PRR）という。透析中に血圧低下に陥る
場合の多くは除水によるもので、その機序は除水する速
度が PRRを上回ると血管内脱水が進み、循環血液量不
足による血圧低下に陥る。PRRが低下する主な原因とし
て除水が進んで、間質（細胞）に貯留していた水分が少
なくなること、血液浄化が進み、尿素窒素などの尿毒素
物質が除去されて血漿浸透圧が低下することがあげられ
る。それらは透析療法の後半に起こる現象である。プロ
グラム除水は PRRが下がる透析療法の後半に除水が緩
徐になる様に設定し、緩徐にした分を透析序盤に多く除
水することで透析後半の血圧低下を防止することが目的
となる。
今回はプログラム除水を行った１症例を報告する。患
者背景：女性67歳、透析歴７年、飲食が好きなため、体
重の増加が多い。透析後半に血圧が低下することが増え
た。血圧低下時、スタッフの対応回数が増えるため気持
ちが休まらないという訴えがあった。血圧低下により除
水中断等の対処を行うことから透析後に体重が残ること
が増えた為、不満があった。内服昇圧薬など効果は少な
かった。プログラム除水導入前後で透析中血圧、血圧低
下時の対処回数、透析前後の体重、除水量と残り量につ
いて比較した。透析中血圧は平均11％ほどの上昇と終了
前１時間の血圧低下率減少がみられた。透析前後の体重、
除水量、残り量は減少がみられ、透析中に血圧低下が少
なくなったこと、日常生活での水分コントロールが良好
になったことが考えられる。対象患者からもストレス軽
減や体重管理への意欲など前向きな感想が得られた。以
上のことから、本症例ではプログラム除水が透析中の血
圧低下防止に効果を示したと考える。また、透析中のス
トレスを軽減することが日常管理にも影響を及ぼす可能
性があることが示唆されたため、血圧低下のリスクをで
きる限り軽減するよう検討することが重要である。今後
は症例を拡大して、血圧低下で透析困難症例が発生した
場合の対処方法の一つとして確立したい。
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